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ABSTRAK 

 

Imroatul Mufidah. 2022. Peningkatan Kemampuan Presentasi dalam Bahasa 

Jepang melalui Project Based Learning dalam Pembelajaran Kaiwa VI. Skripsi, 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas 

Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui kemampuan presentasi mahasiswa 

Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta pada mata kuliah Kaiwa VI 

yang menggunakan metode pembelajaran secara konvensional dan yang 

menggunakan model Project Based Learning, untuk mengetahui peningkatan 

kemampuan presentasi mahasiswa yang mendapatkan Project Based Learning, juga 

untuk mengetahui tanggapan mahasiswa terhadap penerapan model Project Based 

Learning dalam pembelajaran Kaiwa VI. Hal ini dilatarbelakangi oleh 

permasalahan yang terdapat pada mata kuliah Kaiwa VI, di antaranya: kurangnya 

kemampuan mahasiswa untuk berpikir kritis dalam memecahkan suatu 

permasalahan, serta mahasiswa kurang mampu memahami isi penelitian sehingga 

tidak maksimal dalam mempresentasikan hasil penelitian. Hal tersebut dipengaruhi 

oleh kurangnya proses literasi dan tidak adanya proses pengambilan data secara 

mandiri oleh mahasiswa karena selama ini mahasiswa hanya mempresentasikan 

hasil penelitian orang lain. Project Based Learning atau pembelajaran berbasis 

proyek merupakan model pembelajaran yang berpusat pada peserta didik untuk 

melakukan suatu investigasi yang mendalam terhadap suatu topik. Metode yang 

digunakan yaitu True Experimental Design dengan bentuk penelitian Posttest Only 

Control Group Design. Sampel penelitian ini adalah mahasiswa yang mengikuti 

mata kuliah Kaiwa VI yang terbagi dalam kelompok eksperimen dan kelompok 

kontrol. Hasil penelitian menunjukkan bahwa mahasiswa yang mendapatkan model 

Project Based Learning mendapatkan peningkatan kemampuan presentasi lebih 

baik daripada mahasiswa yang mendapatkan pembelajaran konvensional. Hal ini 

ditunjukkan pada hasil analisis data posttest, kelompok eksperimen memiliki rata-

rata lebih tinggi 5,6 poin dari kelompok kontrol. Tanggapan mahasiswa mengenai 

penerapan model Project Based Learning terbilang baik. 

 

Kata kunci: Project Based Learning, kaiwa, presentasi  
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ABSTRACT 

 

Imroatul Mufidah. 2022. Improving Presentation Skills in Japanese through 

Project Based Learning in Kaiwa VI Lesson. Thesis. Japanese Language Education 

Program, Faculty of Language and Arts, Jakarta State University. 

 

This research aims to determine the presentation ability of Japanese Language 

Education students at the State University of Jakarta in Kaiwa VI lesson using 

conventional learning methods and Project Based Learning models, to determine 

the improvement in presentation skills of students who receive Project Based 

Learning, as well as to determine student responses on the application of the Project 

Based Learning model in Kaiwa VI lesson. This is motivated by the problems found 

in the Kaiwa VI lesson, including: the lack of student's ability to think critically in 

solving a problem, and students are less able to understand the content of research 

so that they are not optimal in presenting the research results. This is influenced by 

the lack of a literacy process and the lack of an independent data collection process 

by students because so far students have only presented the results of other people's 

research. Project Based Learning is a student-centered learning model to conduct a 

deep investigation of a topic. The method used is True Experimental Design in the 

form of Posttest Only Control Group Design research. The sample in this research 

were students who took Kaiwa VI lesson which were divided into experimental 

groups and control groups. The results showed that students who received the 

Project Based Learning model got an increase in presentation skills better than 

students who received conventional learning. This is shown in the results of the 

posttest data analysis, the experimental group has an average of 5.6 points higher 

than the control group. Student responses regarding the implementation of the 

Project Based Learning model are quite good. 

 

Keywords: Project Based Learning, Kaiwa, presentation
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会話 VI でプロジェクトに基づく学習による日本語発表能力の向上 

 

ジャカルタ国立大学 

Imroatul Mufidah 

immuf20@gmail.com 

 

概要 

 

A. 背景 

会話能力は四つの言語スキルの一つである。言語を学ぶ人の目的は、

学んだ言語を使って話すことができるようになることである。ジャカ

ルタ国立大学日本語教育第 VI 学期の会話の授業では、適当な発表の

方法を学ぶ。会話 VI の授業を通じて、学生は適当な発表することが

できるようになる。それ以外、グループで行われる研究プロジェクト

を作成することにより、発表の内容を理解することもできるようにな

る。 

会話６の授業の担当者に面接した結果では、会話 VI の学習プロセ

スの問題の一つは学生が他人の研究結果を発表することである。これ

は問題を解決する際に学生の批判的な考える能力に影響を与え、学生

が研究内容に理解が不足である。そこで、研究結果を発表するのは不

満足である。 

研究者は、その問題の解決方法が見つかった。学生が実際のプロジ

ェクトに取り組む必要があるプロジェクトに基づく学習のモデルを使

用した。プロジェクトに基づく学習のモデルは、課題を計画するから

その結果を発表するまで、すべて学生がやるべきの学習モデルである。

つまり、学生は実際のことをする。 

インドネシアの文部科学省の規制では、選択できる教授法は、グル

ープディスカッション、シミュレーション、ケーススタディ、プロジ

mailto:immuf20@gmail.com
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ェクトに基づく学習、問題に基づく学習、またはその他の学習目標を

達成できる効果的な教授法である。そこで本研究では、ジャカルタ国

立大学日本語教育学科で会話 VI を受講した学生を対象に、プロジェ

クトに基づく学習でモデルを用いた実験を行った。 

 

B. 問題提供 

1. 従来の学習方法を使用して、会話 VI の授業でジャカルタ国立大学

の日本語教育学生の発表能力はどうだろうか。 

2. プロジェクトに基づく学習のモデルを使用して、会話 VI の授業で

ジャカルタ国立大学の日本語教育学生の発表能力はどうだろうか。 

3. プロジェクトに基づく学習のモデルを受ける学生の発表能力を向

上させる方法はどうだろうか。 

4. 会話 VI におけるプロジェクトに基づく学習のモデルの利用につい

て学生の反応はどうだろうか。 

 

C. 解決 

本研究は２０２１年４月２９日から７月１日までジャカルタ国立大

学日本語学科の会話 VI の学生に行われた。事前テストは４月２２日

に行われた。事後テストは６月２４日と７月１日に行われた。本研究

の方法は True Experimental メソッドである。本研究デザインとしては

Posttest Only Control Group Design のモデルである。本研究の対象はジ

ャカルタ国立大学日本語学科の学生である。そして、サンプルは会話

VIの科目のコントロールグループと実験グループである。 

研究の収集のテクニックのはテストとアンケートである。このテス

トは事前テストと事後テストである。調査アンケートはプロジェクト

に基づく学習のモデルの利用の意見と欠点とプラス効果を見つかるこ

とを目的としている。 
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1. 事前テストと事後テスト 

事前テストと事後テストの全体的な結果は次のようである。 

事前テスト 

計算結果 コントロールグループ 実験グループ 

平均点 79,6 78,6 

結合された標準偏差 6,6 

ｔ数 0,5 

ｔ表 1,7 

 

事後テスト 

計算結果 コントロールグループ 実験グループ 

平均点 78,4 84 

結合された標準偏差 9,5 

ｔ数 1,8 

ｔ表 1,7 

 

5%ｔ表の有意水準における３７の db を用いた上記の記述に基

づいて、1.7 であり、ｔ数は 1.8 である。つまり、ｔ数はｔ表より

も大きいと言える（1.8 > 1.7）。それは、このデータの分析の研究

結果によると、プロジェクトに基づく学習のモデルの利用はジャ

カルタ国立大学日本語学科の会話 VI の発表能力を向上させる効果

がある。 

2. アンケート 

この調査アンケートの結果は次のようである。 

a. 100%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルは、会話

VIの学習に面白い。」、 

b. 94.4%学習者は「 プロジェクトに基づく学習のモデルは、会話

VIの学習に効果がある」、 

c. 94,4%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルは、会話

VIの学習での使用に適してる」、 
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d. 88.9%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルは、日本

語の発表能力を向上させる」、 

e. 94.4%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

自分の研究を発表するため、研究結果を理解しやすくなる」、 

f. 94.4%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

の研究を発表するため、質問に答えるときの自信を高める」、 

g. 100%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

友達と協力するスキルを向上させる」、 

h. 88.9%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

問題を解決するための批判的な考える能力を向上させること

ができる」、 

i. 94.4%学習者は「実施された研究における識字とデータ収集の

プロセスは、発表された研究結果の理解を向上させるのに役

立つ」、 

j. 77.8%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

授業中に日本語を積極的に話すことができる」、 

k. 94.4%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

日本語での発表準備のために PowerPoint を作成する能力が向

上する」、 

l. 50%学習者は「プロジェクトに基づく学習のモデルの使用は、

自分の調査を行う必要があるため、負担になる」、 

m. 33.4%学習者は「オンライン授業に友達と協力するのは難し

い」、 

n. 33.4%学習者は「プロジェクトに基づく学習モデルの使用は、

オンライン授業では難しい」、 

o. 38.9%学習者は「自分の研究のデータを見つけるのに苦労して

いる」、 

p. 44.4%学習者は「オンラインでの発表に苦労している」、 

i. と答えた。 

18人の学生に 16問分のアンケートに基づいて、プロジェク

トに基づく学習のモデルの反応が良い。プロジェクトに基づ
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く学習のモデルは、日本語の発表能力を向上させるのに役立

つ。自分の研究結果を発表することで、学生は研究の内容も

理解して、質問に答えるときの自信を高める。さらに、学生

は最初に識字とデータ収集のプロセスを通じるため、批判的

な考える能力を向上させることができる。 

プロジェクトに基づく学習のモデルは、友達と協力するス

キルを向上させるため、グループ方式で適用される。このモ

デルを使用することで、学生は授業中に日本語で話すことに

積極的になり、日本語での発表準備のためにパワーポイント

を作成する能力が向上する。 

 

D. 結論 

 この調査の結果に基づいて、ジャカルタ国立大学日本語学科の会話

VI の学習結果に対するプロジェクトに基づく学習のモデルの利用は効

果である。プロジェクトに基づく学習のモデルの利用により、学生は

研究の内容についてもっと理解して、質問に答えるときの自信を高め

る。このように、日本語の発表能力を向上させるのに役立つ。さらに、

学生は最初に識字とデータ収集のプロセスを通じるため、批判的思考

スキルを向上させることができる。友達と協力するスキルを向上させ

るため、グループ方式で適用される。このモデルを使用することで、

学生は授業中に日本語で話すことに積極的になり、日本語での発表の

ためにパワーポイントを作成する能力を向上させる。  
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